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「
奴
隷
海
岸
」と
呼
ば
れ
た

奴
隷
貿
易
の
基
地

　

17
世
紀
に
フ
ォ
ン
族
を
中
心
と
し
て
形

成
さ
れ
た
ダ
ホ
メ
王
国
は
、
周
辺
国
を
征

服
し
、
奴
隷
貿
易
の
支
配
権
を
掌
握
し
、

コ
ト
ヌ
か
ら
西
方
約
30
㎞
の
と
こ
ろ
に
位

置
す
る
ウ
ィ
ダ
沿
岸
に
、「
奴
隷
海
岸
」と

呼
ば
れ
る
奴
隷
貿
易
の
基
地
を
築
き
ま
し

た
。

　

昔
か
ら
体
格
の
良
か
っ
た
ベ
ナ
ン
人
は
、

重
労
働
に
従
事
さ
せ
る
奴
隷
に
は
適
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
男
性
だ
け
で
な
く
、

女
性
や
大
き
く
成
長
し
そ
う
な
子
ど
も
ま

で
も
が
船
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
船
上
は
、
寿
司
詰
め
状
態
の
劣
悪

な
環
境
だ
っ
た
た
め
、
目
的
地
到
着
前
に

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
航
海
を
続
け
る

た
め
、
多
く
の
遺
体
が
海
に
葬
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

物

語

る
「

帰

ら

ず

の

門

」

La P
orte de N

on
-retou

r

　

か
つ
て
多
く
の
奴
隷
が
貿
易
船
に
運
び

込
ま
れ
た
ウ
ィ
ダ
沿
岸
に
は
、
現
在
、「
帰

ら
ず
の
門
」が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
の
脇
に
あ
る
銅
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

奴
隷
と
し
て
手
錠
を
か
け
ら
れ
て
港
ま
で

の
距
離
を
歩
か
さ
れ
た
人
々
の
記
憶
を
、

門
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
絵
は
、「
奴
隷
の

道
」と
呼
ば
れ
る
港
ま
で
の
長
く
酷
く
厳
し

い
道
を
歩
か
さ
れ
た
記
憶
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
歴
史
の
あ
る

ウ
ィ
ダ
で
す
が
、
帰
ら
ず
の
門
が
建
て
ら

れ
て
い
る
ギ
ニ
ア
湾
沿
い
を
ト
ー
ゴ
方
面

に
進
む
と
、
ビ
ー
チ
で
の
ん
び
り
で
き
る

リ
ゾ
ー
ト
施
設「
カ
サ 

デ
ル 

パ
パ
」が
あ

り
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
さ
れ
て
い

る
の
で
、
休
日
に
い
け
ば
美
味
し
い
料
理

を
楽
し
み
つ
つ
、
海
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
過
ご
せ
ま
す
。

蛇

を

祀

っ

た「

蛇

寺

」

L
e T

em
p
le P

y
th
on

　

ベ
ナ
ン
発
祥
の
宗
教
ブ
ー
ド
ゥ
ー
教
に

お
い
て
、
神
聖
な
動
物
と
さ
れ
て
い
る
蛇
。

　

人
間
に
危
害
を
与
え
る
よ
う
な
行
動
も

鋭
い
歯
な
ど
も
な
い
た
め
、
安
全
な
動
物

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
聖
か

つ
安
全
な
蛇
な
の
で
、
怯
え
た
り
嫌
が
っ

た
り
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
か
…
!?

　

お
寺
の
敷
地
内
に
は
、蛇
の
神
様
が
祀
っ

て
あ
る
小
さ
な
本
堂
ら
し
き
建
物
が
あ
り

ま
す（
最
近
補
修
を
行
い
ま
し
た
が
建
造
物

が
古
い
た
め
、
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。）

　

こ
の
本
堂
で
は
、
蛇
に
お
願
い
事
を
し

て
い
い
の
だ
そ
う
で
す
が
、
良
い
こ
と
だ

け
を
祈
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
か
。

　

祈
る
文
化
は
日
本
の
お
寺
や
神
社
の
参

拝
時
と
似
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
蛇
遣
い
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
は
、
純
粋
な
ウ
ィ
ダ
を
出
自
と
す
る
家

系
で
す
。
神
聖
な
動
物
で
あ
る
蛇
は
、
神

と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
死
」

と
い
う
概
念
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
生
き
物
な
の
で
生
の
期
間
が
終
わ

る
と
、
蛇
遣
い
た
ち
の
責
任
の
下
に
埋
葬

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

夜
間
、
蛇
た
ち
は
食
事
を
す
る
た
め
に

街
に
放
た
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
!?

ベ
ナ
ン
共
和
国
っ
て
ど
ん
な
国

　

西
ア
フ
リ
カ
ギ
ニ
ア
湾
沿
岸
に
位
置
し
、

国
土
面
積（
11
万
２
６
２
２
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）は
日
本
の
約
３
分
の
１
で
、
人
口
は

１
１
８
０
万
人（
２
０
１
９
年
／
世
界
銀

行
）。
首
都
は
ポ
ル
ト
ノ
ボ
で
、
公
用
語
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
す
。

　

ベ
ナ
ン
の
国
旗
の
色
に
は
意
味
が
あ
り
、

緑
が
復
興
へ
の
希
望
、
赤
が
先
祖
の
勇
気
、

黄
色
が
国
富
を
も
た
ら
す
吉
兆
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。
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Cotonou
（在ベナン日本国大使館所在地）
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アトランティック
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プラトー ベナン共和国
Benin

蛇寺
奴隷海岸から内陸に４㎞ほど
のところ、19 世紀に初めてベ
ナンに来航したカトリック宣
教師によって建設されたベナ
ン最古の教会の向かいに蛇寺
は佇んでいます。

協力／在ベナン日本国大使館

「O
ウィダ

uidah地区」の

歴史を知る

H i s t o r y

Bonjour! Bénin !

Bonjour! Bénin !

幸手市出身の 鈴木佑未 さん

日本を離れて、 ベナンに？

　外国語を使って海外で働きたいという思いを叶えるため、在外公館派遣
員制度に応募したところ、フランス語圏でご縁があったのがベナン共和国
でした！
　まさかアフリカ大陸で働くことになるとは思ってもみなかったですが、
ビザがなくては滞在できない国で 2 年も過ごせることを前向きにとらえ、
思い切って派遣員に挑戦することにしました！！

なぜ

経歴
　長倉小学校・西中学校・高校・
　大学を経て、2020 年 3 月から
　在ベナン日本国大使館に派遣
　員として赴任中

　日本のはるか遠くに位置するベナン共和国（コトヌ）までは、飛行機で
フランス（パリ）を経由して約 24 時間、その距離約 13,165 ㎞。
　幸手市はそのベナン共和国のホストタウン（2018 年 8 月 31 日に第 9 次
登録）として、在ベナン日本国大使館の協力の下「ベナンを旅する（本紙
23 ページ）」を掲載しています。

ひぇ　　　！

ひんやり…

やわらかず
っしり…

コロナ禍の中、蛇寺で首に蛇を巻く !?
　シルバーウィークに蛇寺を訪れ、勇気を出して蛇を首に巻いてきました！　
蛇がじっとしていた建物の中が暗く涼しかったからなのか、蛇の身体はひ
んやりしていて、感触は少し柔らかめ…。首に巻くと少しズッシリきて、
不思議な感覚…。首に蛇を巻くことは浄化の意味もあるそうなので、その
効果に期待しようと思います！（笑）

　　　　市民のみなさんへのメッセージ
　私がベナン共和国に赴任することになりましたのも、東京オリンピック・
パラリンピック競技大会でベナン共和国のホストタウンである地元・幸手
市とのご縁があったからこそだと思っています。
　毎月『ベナンを旅する』を通じ、大会でベナン共和国の選手団を迎える幸手
市のみなさんにも、より身近に感じていただけるよう努めますので、今後も
ぜひ『ベナンを旅する』にご注目ください。
　また、当館フェイスブックページでは、ベナン共和国の情報だけでなく、
フランス語で幸手市に関する記事も発信しておいます。ぜひご覧ください。

　　　　幸手市に暮らす家族へのメッセージ
　コトヌマラソンへの参加と、ベナン人とバスケができるようにがんばりま
す！波瀾万丈な人生を歩みがちですが、これからも見守っていてください♥

From Benin

To Satte

From Benin

To Satte

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会　
幸手市はベナン共和国のホストタウンです！

蛇 寺

ベナンを旅する

「特別号」

帰らずの門リゾート施設「カサ デル パパ」


